
広報 2011.10 04

と 11月６日日 午前10時 開会式
ば 西有家中学校体育館
対 南島原市内の保育園・幼稚園、小学校児童
　 種目：保育園・幼稚園の部
　　　　 小学生低学年の部
　　　　 小学生高学年の部
〆 10月20日㊍　各種目先着10組まで
問 みそ五郎まつり実行委員会
　 ☎０９５７（８２）４３１１

カラオケで鍛えた自慢の歌声を披露しませんか。
たくさんの参加をお待ちしております。
優秀者は、「まつりの夕べ」のラジオ番組に出演
できます。
と 11月５日土 正午～（受付：午前11時）
ば お祭り広場（旧親和銀行西有家支店前）
〆 10月28日㊎　先着40人
※カラオケは、カセットテープまたはＣＤを準
備してください。（CD推奨）

問 南島原市商工会 西有家支所
　 ☎０９５７（８２）２５９６

と 11月５日土　カラオケ予選終了後～
ば お祭り広場ステージ
な ３人一組で決まった量を食べて時間を競う。
〆 11月１日㊋　先着18組まで
※状況によっては当日飛び入りを募集します。
問 みそ五郎まつり実行委員会
　 ☎０９５７（８２）４３１１

★まつりの夕べ★

ピアニスト
林田　賢

ソプラノ
福地　友子

ヴァイオリニスト
大町　滋

日
時

会
場

入場
料

開場 17：30　開演 18：00～20：30終了
3，000円 高校生以下1，500円
＊未就学児は入場できません。 ＊お酒（飲物）・おつまみ付

壱之蔵 ㈾吉田屋

酒蔵コンサート

主催／ありえ蔵めぐり音楽祭実行委員会
共催／長崎県・長崎県文化団体協議会
協賛／南島原市商工会・ありえ蔵のまち保存会
後援／南島原市・南島原教育委員会
マネジメント／長崎県音楽連盟

10 15㈯

日
時

入場
料 500円 ＊未就学児は無料。

会
場 弐之蔵 浦川酒造㈾　開演 13：00～

会
場 四之蔵 ㈾ヤマコメ醸造　開演 15：00～

蔵めぐりミニコンサート

10 15
日
時 10

㈯

入場
料 500円 ＊未就学児は無料。

会
場 参之蔵 ㈱喜代屋　開演 11：00～

会
場 五之蔵 ㈲ふるせ　開演 13：00～

16㈰

ありえ蔵めぐり音楽祭実行委員会
㈾吉田屋 ℡0957-82-2032

お問い合わせ

日
時 10：00～17：00

〈参加店〉
マツダ旗染屋・小川商店・長崎そうめん末永・シキシマ㈲
㈱雲仙きのこ本舗・吉田菓子店・㈾三ッ池・松永亀鶴商店
吉田健康整体院・松島ふとん店・ほかにわ共和国・㈱小林甚製麺
内田蒲鉾店・南島原コミュニティ・島田染工・みき寿司

10.15㈯・16㈰
蔵めぐり ［町巡り蔵めぐりスタンプラリー開催］

　

当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
の
日
の
朝
、
平
成
３
年
９

月
15
日
は
、
晴
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
午
後
４
時
44
分
、
事
態
は
一
変
す
る
。

　

普
賢
岳
北
東
斜
面
で
大
火
砕
流
が
発
生
。
火
山
灰
で
、

町
じ
ゅ
う
が
深
い
闇
に
包
ま
れ
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
防
災
無
線
な
ど
で
住
民
に
退
去

を
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に
６
時
54
分
に
は
、
当
時
最
大
規

模
と
な
る
火
砕
流
が
発
生
。
大
野
木
場
小
学
校
を
中
心
と

し
た
住
家
な
ど
を
焼
き
つ
く
し
た
。　

当
時
の
広
報
紙
に

よ
る
と
、こ
の
日
、34

世
帯
、１
６
１
人
、１

５
３
棟
（
う
ち
住
家

34
棟
）
が
被
災
し
た
、

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
こ
の
ほ
か
、郵
便
局

な
ど
も
入
れ
る
と
１

５
６
棟
）。

　

焼
け
た
学
校
の
校

庭
に
は
、
あ
の
イ

チ
ョ
ウ
も
あ
っ
た
。

　

少
し
時
間
は
戻
る
。「
大
野
木
場
の
方
が
火
事
の
よ
う

だ
」
深
江
町
役
場
の
中
川
総
務
課
長
か
ら
、
当
時
の
深
江

町
消
防
団
長
の
石
川
嘉
則
さ
ん
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
、

午
後
７
時
の
こ
と
だ
。
普
通
、
夜
の
山
火
事
な
ら
ず
い
ぶ

ん
遠
く
か
ら
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
日
は
、
火
砕
流
が
視

界
を
閉
ざ
し
、
雲
仙
ど
こ
ろ
か
、
数
百
メ
ー
ト
ル
先
さ
え

見
え
な
か
っ
た
。

　

電
話
を
切
っ
た
石
川
団
長
は
、
一
人
で
警
戒
区
域
に
向

か
っ
た
。

　
「
ひ
ど
い
・・
」―

―

　

真
っ
暗
な
中
に
住
宅
が
、学
校
が
、

体
育
館
が
、
こ
れ
ほ
ど
燃
え
る
も
の
か
と
い
う
ほ
ど
に
炎

を
吹
い
て
い
た
。

　

言
葉
を
失
う
石
川
団
長
に
、
呼
び
掛
け
る
声
が
し
た
。

顔
見
知
り
の
消
防
団
員
。
家
の
様
子
が
心
配
で
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
か
っ
た
。

　
「
分
団
の
消
防
車
を
出
し
て
い
い
で
す
か
？
私
の
家
に

燃
え
移
り
そ
う
な
ん
で
す
」

　

涙
な
が
ら
に
訴
え
る
彼
に
、
石
川
団
長
は
首
を
振
っ
た
。

　
「
す
ま
な
い
が
、
そ
れ
は
、
で
き
な
い
ん
だ
」

　

今
な
ら
間
に
合
う
、
間
に
合
う
ん
で
す
、
と
泣
き
す
が

る
彼
の
肩
を
抱
き
、
２
人
泣
い
た
。

　

そ
の
２
週
間
後
、
傷
つ
い
た
深
江
町
を
さ
ら
に
震
撼
さ

せ
る
出
来
事
が
発
生
す
る
。台
風
19
号
襲
来
。多
く
の
被
害
、

中
で
も
大
停
電
に
よ
る
深
い
闇
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に

住
民
を
追
い
つ
め
た
。

　

そ
ん
な
折
、
さ
ら
に
新
た
な
問
題
が
持
ち
上
が
る
。

　

大
野
木
場
地
区
の
あ
る
第
８
分
団
か
ら
「
家
が
焼
け
た

の
に
、
消
防
団
な
ん
か
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
の
だ
。
当
時
の
大
山
秀
孝
８
分
団
長
（
現
在
の
深
江
地

区
団
長
）
や
石
川
団
長
ら
の
再
三
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
態
は
好
転
し
な
い
。
日
に
日
に
解
散
の
声
は
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
会
合
で
の
こ
と
だ
。

　

一
人
の
団
員
が
声
を
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
←
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
「
今
解
散
し
た
ら
大
野
木
場
は
誰
が
守
る
ん
だ
？
家
は

な
く
な
っ
た
け
ど
、
守
る
べ
き
家
族
が
あ
る
。
地
域
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
。」

　

一
瞬
の
沈
黙
の
あ
と
、
俺
も
や
る
と
い
う
声
が
次
々
と

上
が
り
、
最
後
は
や
る
ぞ
、
や
る
ぞ
の
大
合
唱
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
市
消
防
団
長
、
柘
植
太
一
団
長
は
深
江
町
の
こ

と
を
「
結
束
力
と
防
災
意
識
は
市
内
で
一
番
」
と
太
鼓
判

を
押
す
。
こ
れ
ら
は
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
び
に
育
ま
れ

て
き
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
時
は
過
ぎ
、
２
年
目
の
春
、
奇
跡
は
起
き
た
。

　

枯
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
大
野
木
場
小
学
校
の
校
庭
の

イ
チ
ョ
ウ
が
芽
吹
い
た
の
だ
。

　
「
あ
の
イ
チ
ョ
ウ
に
ど
れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
」
と
話
す
大
山
地
区
団
長
の
言
葉
は
、
当
時
の
全

員
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

　

そ
の
後
も
、
全
国
か
ら

勇
気
づ
け
ら
れ
、
励
ま
し

合
っ
て
、
住
民
ら
は
辛
い

日
々
を
耐
え
続
け
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
８
年
６

月
３
日
、
普
賢
岳
は
、
つ

い
に
終
息
宣
言
を
迎
え
る
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
、
そ
の
葉

を
空
に
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、

何
ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う

に
今
も
そ
こ
に
立
つ
。

　

復
興
作
業
に
行
き
交
う

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
を
聞

き
な
が
ら
。

励
ま
さ
れ
た
私
た
ち
市
民

　

住
家
が
流
さ
れ
た
人
、
仕
事
場
に
入
れ
な
い
人
。
災

害
は
住
民
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、当
時
の
島
原
・
深
江
地
区
に
は
、多
く
の
義
援
金
、

支
援
物
資
の
ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
衛
隊
、

近
隣
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
た
わ
り
や
、
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
支
援
に
、
ど
れ
ほ
ど

元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
ご
支
援
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

当
時
の
避
難
者
の
生
活
は
、
と
て
も
大
変
な
も
の
で

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
今
な
お
続
く
、
東
北
の
被
災

者
の
生
活
と
何
一
つ
違
い
ま
せ
ん
。
噴
火
を
乗
り
越
え

て
き
た
私
た
ち
だ
か
ら
わ
か
る
震
災
の
大
変
さ
、
支
援

の
あ
り
が
た
さ
が
あ
り
ま
す
し
、
私
た
ち
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
東
北
は
復
興
へ
向
け
て
確

実
に
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。南
島
原
市
で
は
、現
在
も「
東

北
の
た
め
に
な
る
こ
と
」
を
考
え
、
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
復
興
は
必
ず
で
き
る

　

６
年
生
の
と
き
に
深
江
町
で
被
災
し
た

大
山
貴
之
さ
ん
は
、復
興
に
向
け
、毎
日
奔

走
す
る
大
人
た
ち
の
姿
が
今
も
忘
れ
ら
れ

な
い
、と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
思
い
出
す
た
び
に
、
あ
り
が
た
い
、

毎
日
を
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
、
と
思
い

ま
す
。
当
時
の
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

東
北
の
子
ど
も
た
ち
も
、
復
興
に
汗
す
る

大
人
の
姿
を
必
ず
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
努
力
は
、
今
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
次
の
世
代
に
大
き
く
花
開
く
は
ず

で
す
」

　

ず
っ
と
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
と
力

強
く
語
る
大
山
さ
ん
の
姿
か
ら
、
未
来
の

東
北
の
復
興
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　　　　　 みそ五郎
チビッ子綱引き大会

そうめん早食い大会

5日土 午後5時～8時 入場券が
必要です

（
　
　
　
　   

）

ゲ
ス
ト 

ジ
ェ
ロ
さ
ん

    

日
本
人
以
上
に
日
本
人
の

    

心
を
持
つ
演
歌
歌
手

問 南島原市商工会西有家支所
　 ☎０９５７（８２）２５９６

西有家中学校体育館

●イベント盛りだくさん
みそ五郎パレード、チビッ子綱引き大会、そうめん早食い大会、
そうめん料理試食会、そうめん造形物展、農産品販売、
県産米すくい取り大会、餅まき、海産物販売、抽選会、
カラオケのど自慢大会、みそ五郎まつりの夕べ など

●
時
間…

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　
●
場
所…

西
有
家
町
須
川
商
店
街

11
月
５
日
土
・
６
日
日

み
そ
五
郎
ま
つ
り

み
そ
五
郎
ま
つ
り

●ながさき音楽祭アーティスト経費支援事業 10月15日㈯▶16日㈰
会場／㈾吉田屋・浦川酒造㈾・
　　　㈱喜代屋・㈲ふるせ・
　　　㈾ヤマコメ醸造～DuOH！と福地友子のおしゃべりクラシック～

Pay it Forward
～あのときの恩を 次に返す～

噴火当時を子どもたちに語る当時の大野木場小
学校長の荒木正利さん。子どもたちは、複数の
班に分かれて、噴火当時の話に耳を傾けました。

↑
今
も
津
波
の
爪
跡
が
残
る
宮
城
県
南
三

陸
町
。
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
の
被
害
が
入

江
ご
と
に
存
在
す
る
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
に
よ
っ
て
、
ガ
レ
キ
の
多
く
は
撤

去
さ
れ
た
も
の
の
、
今
も
残
る
建
物
の
基

礎
が
、
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
る
。

（
８
月
28
日
撮
影
）

｜特集｜ ９月15日、という日

旧校舎前で、今も風に吹かれる大イチョウ

＊この稿は、石川嘉則さん、大山秀孝さんの話を元に構成したものです。


